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新
た
な
歴
史
研
究
の
視
点
に
ふ
れ
な
が
ら

　
　

　
　

木
　
村
　
直
　
也
　

は
じ
め
に

　
私
は
学
生
時
代
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
幕
末
維
新
期
の
日
朝
関
係
に
つ
い
て
、
牛
歩
の
歩
み
な
が
ら

愚
直
に
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
世
間
の
研
究
動
向
の
流は

や行
り
廃す
た

り
に
左
右
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い

の
だ
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
時
々
の
新
た
な
歴
史
研
究
の
視
点
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
き
た
と
言
え
る
。
ま

た
そ
う
し
た
新
視
点
は
、
そ
の
時
代
・
社
会
の
状
況
が
背
景
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
私
の
研
究
の

歩
み
に
沿
い
な
が
ら
、
歴
史
研
究
の
新
視
点
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
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日
朝
関
係
の
転
回
を
め
ぐ
っ
て

　
そ
も
そ
も
私
は
「
征
韓
論
」
や
朝
鮮
蔑
視
観
の
成
立
に
興
味
が
あ
り
、
一
九
八
〇
年
に
卒
論
を
書
い
た
の
だ
が
、
そ
の

少
し
前
の
一
九
七
〇
年
代
に
世
間
で
は
江
戸
時
代
の
日
朝
関
係
（
平
和
的
・
安
定
的
な
交
隣
関
係
）
に
注
目
が
集
ま
り
始

め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、「
二
千
年
余
り
に
わ
た
る
日
朝
関
係
の
歴
史
で
は
、
不
幸
な
関
係
ば
か
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ

平
和
的
な
関
係
の
方
が
長
い
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
締
結
以
後
、
少
し
ず

つ
日
韓
交
流
が
進
み
、日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
追
う
よ
う
に
、一
九
七
〇
年
代
か
ら
韓
国
の
経
済
成
長（「
漢
江
の
奇
跡
」）

が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
韓
国
・
朝
鮮
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
で
韓
国
・
朝
鮮
語
の
授
業
が

開
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
で
江
戸
時
代
の
日
朝
関
係
、
と
り
わ
け
通
信
使
に
よ
る
交
流
が
注
目
さ
れ
、
外
交
史
・
貿
易
史
の
実
証

的
研
究
も
進
む
。
享
保
信
使
（
一
七
一
九
年
）
の
製
述
官
と
し
て
来
日
し
た
申シ
ン

維ユ

翰ハ
ン

の
『
海
游
録
』
が
翻
訳
さ
れ
（
１
）
、
通
信

使
に
つ
い
て
一
般
向
け
の
書
籍
も
刊
行
さ
れ
始
め
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
も
作
成
さ
れ
た
（
２
）
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、
手

堅
い
学
術
的
研
究
も
進
み
（
３
）

、
そ
の
後
も
多
く
の
研
究
・
著
作
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
・
出
版
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
私
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
近
世
江
戸
時
代
の
「
交
隣
」
の
関
係
が
、
近

代
（
明
治
時
代
）
に
な
る
と
な
ぜ
「
征
韓
」
に
転
回
し
て
し
ま
う
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
い
っ
そ
う
強
い
疑
問
を
抱
く
こ

と
に
な
っ
た
。幕
末
維
新
期
の
日
朝
関
係
の
転
回
を
述
べ
た
卒
論「
明
治
維
新
期
に
お
け
る
日
朝
関
係
の
研
究
」（
一
九
八
〇

年
）
を
書
い
た
こ
と
に
よ
り
、
対
馬
藩
が
日
朝
関
係
変
革
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
認
識
し
、
そ
こ
に
至
る
時

期
の
対
馬
藩
の
動
向
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
に
関
心
が
向
い
た
。
修
論
「
幕
末
期
の
対
馬
藩
と
対
朝
鮮
政
策
―
文
久
・
元
治
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年
間
を
中
心
に
―
」（
一
九
八
二
年
）
で
は
、
財
政
窮
乏
に
苦
し
む
対
馬
藩
が
朝
鮮
進
出
論
を
提
起
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
（
４
）
。
そ
し
て
一
九
八
一
年
以
来
、
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
（
現
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
た

び
た
び
足
を
運
び
、
同
館
所
蔵
の
宗
家
文
庫
史
料
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
私
の
研
究
方
向
が
定
ま

っ
た
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
の
日
朝
関
係
を
再
評
価
す
る
動
き
が
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
鎖
国
」
の
見
直
し
を
め
ぐ
っ
て

　
私
が
修
論
執
筆
の
た
め
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
荒
野
泰
典
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
た
の
は
、

一
九
八
一
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
（
荒
野
さ
ん
は
そ
の
後
立
教
大
学
文
学
部
に
移
ら
れ
、
二
〇
一
二
年
ま
で
立
教
大
学
の

教
壇
に
立
っ
て
お
ら
れ
た
）。
私
は
こ
の
と
き
荒
野
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
前
近
代
対
外
関
係
史
研
究
会
（
対
外
史
研
）
や

朝
鮮
王
朝
実
録
講
読
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
さ
て
荒
野
さ
ん
は
す
で
に
、
一
九
七
八
年
の
歴
史
学
研
究
会
大
会
近
世
史
部
会
に
お
い
て
「
四
つ
の
口
」
に
よ
る
幕
藩

制
的
外
交
体
制
に
つ
い
て
報
告
を
し
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
に
は
歴
研
大
会
全
体
会
の
報
告
を
引
き
受
け
ら
れ
た
。
そ

の
準
備
を
支
援
す
る
た
め
、
対
外
史
研
で
数
回
に
わ
た
っ
て
研
究
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
過
程
で
荒
野
さ
ん
は
、「
鎖
国
」

を
見
直
す
必
要
性
を
確
信
し
、
大
会
報
告
で
提
起
す
る
。
そ
の
新
た
な
視
角
は
、
一
九
八
八
年
の
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ

ア
（
５
）

』
の
序
論
部
分
で
明
確
化
さ
れ
、
近
世
日
本
の
対
外
関
係
は
「
鎖
国
」
で
は
な
く
、
海
禁
・
華
夷
秩
序
と
し
て
捉
え
る

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
私
は
一
九
八
七
年
の
近
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
岡
山
）
で
報
告
を
行
い
、
荒
野
説
を
含
め
た

近
年
の
近
世
対
外
関
係
史
研
究
の
紹
介
と
提
言
を
し
た
が
、
参
加
者
ら
は
新
視
点
へ
の
関
心
を
強
く
示
し
て
い
た
。
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荒
野
さ
ん
、
お
よ
び
同
時
期
に
ロ
ナ
ル
ド
・
ト
ビ
さ
ん
が
提
起
し
た
「
鎖
国
」
の
見
直
し
は
、
そ
の
後
、
研
究
者
間
で

議
論
を
伴
い
な
が
ら
し
だ
い
に
浸
透
し
、ま
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
学
校
教
科
書
で
も
「
四
つ
の
口
」

に
つ
い
て
充
実
し
た
説
明
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
は
な
お
現
在
も
教
科
書
で
使
わ
れ
続
け
て
は

い
る
も
の
の
、「
鎖
国
」
が
近
世
後
期
に
な
っ
て
で
き
た
概
念
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
ま
た
高
校
教
科
書
の
一
部
で

は
「
鎖
国
」
を
避
け
た
表
現
も
み
ら
れ
た
（
６
）

。

　
で
は
、
な
ぜ
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
「
鎖
国
」
見
直
し
の
新
視
点
が
世
間
の
関
心
を
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
の

理
由
を
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
（
７
）
。

①
国
際
化
（
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）
が
進
展
し
、
一
国
史
的
観
点
に
あ
き
た
ら
な
く
な
っ
た
。

②
日
本
が
経
済
大
国
と
な
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
も
経
済
発
展
し
た
た
め
、
西
洋
（
欧
米
）
中
心
の
世
界
観
か
ら
解
放
さ
れ
、

東
ア
ジ
ア
世
界
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
冷
戦
構
造
崩
壊
、
民
族
問
題
深
刻
化
の
情
勢
下
で
、
琉
球
・
ア
イ
ヌ
を
自
立
し
た
存
在
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
近
代
を
相
対
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
潮
が
高
ま
り
、
前
近
代
固
有
の
価
値
体
系
も
重
視
さ
れ
、〝
明
る
い
近
世
〟

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
っ
た
。

　
私
自
身
、
こ
う
し
た
新
視
点
か
ら
の
議
論
を
受
け
、
江
戸
時
代
の
対
馬
藩
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
て
い

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対
馬
藩
が
担
っ
た
日
朝
関
係
を
高
く
評
価
す
る
研
究
者
は
そ
れ
ま
で
、「
鎖
国
で
あ
っ
た
の
に

0

0

0

0

0

0

0

0

対
馬

が
豊
か
な
交
流
を
し
て
い
た
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
対
馬
を
日
朝
両
国
の
媒
介
者
と
す
る
微
妙
な
三
角
関
係
は
、
幕
藩

体
制
の
構
造
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
三
角
関
係
に
基
づ
く
江
戸
時
代
の
平
和
的
・
安

定
的
な
関
係
は
、
決
し
て
バ
ラ
色
の
友
好
関
係
で
は
な
く
、
矛
盾
・
葛
藤
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
そ
う
し
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た
問
題
を
孕
み
つ
つ
も
関
係
を
何
と
か
維
持
し
よ
う
と
す
る
力
が
ま
さ
っ
て
い
た
の
に
、
幕
末
に
は
そ
う
で
は
な
く
な
る

こ
と
こ
そ
が
、「
交
隣
」
か
ら
「
征
韓
」
へ
の
転
回
の
本
質
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
私
は
「
鎖
国
」
見
直
し
の
論
議
を
大
枠
で
首
肯
す
る
が
、
近
世
中
期
に
状
況
は
変
化
し
（
か
つ
て
そ
れ
を
「「
鎖

国
」
的
実
態
へ
の
接
近
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
（
８
）
）、
幕
末
期
に
は
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
実

態
も
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

明
治
維
新
の
新
視
点

　
私
は
近
代
史
的
な
問
題
意
識
か
ら
入
り
、
歴
史
学
研
究
会
近
世
史
部
会
に
所
属
す
る
な
ど
し
て
近
世
史
研
究
に
触
れ
た

こ
と
で
、
近
世
・
近
代
を
通
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
た
。
ま
た
明
治
維
新
史
学
会
に
も
長
年
関
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、

近
世
・
近
代
の
双
方
を
ふ
ま
え
て
幕
末
維
新
史
を
考
察
す
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
明
治
維
新
史
は
か
つ
て
、「
勝
者
」
の
視
点
、
か
つ
近
代
の
視
点
か
ら
描
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
ペ
リ

ー
来
航
以
降
の
変
動
の
な
か
で
、対
応
能
力
の
な
い
幕
府
を
倒
し
た
明
治
維
新
に
よ
っ
て
近
代
国
家
樹
立
の
道
が
開
か
れ
、

ア
ジ
ア
で
最
も
早
く
近
代
国
家
を
つ
く
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
近
代
化
論
の
論
調
も
こ
れ
に
符
合
す
る
。
あ
る
い
は
マ
ル

ク
ス
主
義
に
の
っ
と
っ
て
、
被
支
配
階
級
に
よ
る
変
革
と
し
て
捉
え
る
発
展
段
階
論
も
一
時
期
は
隆
盛
で
あ
っ
た
。
ま
た

幕
末
維
新
期
は
小
説
・
ド
ラ
マ
な
ど
で
人
気
の
時
代
で
あ
り
、
後
世
つ
く
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
。

　
し
か
し
近
年
、
西
洋
近
代
が
絶
対
的
・
理
想
的
だ
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア
な
ど
の
経
済
発
展
に
伴
い
、

欧
米
諸
国
の
影
響
力
は
相
対
的
に
低
下
し
た
。
ま
た
冷
戦
崩
壊
に
よ
り
、
社
会
・
共
産
主
義
の
退
潮
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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さ
ら
に
少
数
民
族
、
女
性
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
も
尊
重
さ
れ
、
多
様
性
が
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
へ

の
抵
抗
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
世
界
情
勢
が
、
明
治
維
新
史
の
新
視
点
を
も
た
ら
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
な

り
に
近
年
の
新
視
点
を
指
摘
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
９
）

。

①
日
本
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
収
斂
さ
せ
て
「
日
本
対
西
洋
」
の
視
点
で
の
み
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
の
各
地

域
、
国
家
、
東
ア
ジ
ア
、
世
界
と
い
っ
た
重
層
的
な
捉
え
方
を
す
る
。

②
「
倒
幕
・
佐
幕
」
と
い
っ
た
単
純
な
分
類
で
「
勝
者
」
中
心
に
語
る
の
で
は
な
く
、「
敗
者
」
や
中
間
的
な
勢
力
も

分
析
対
象
と
し
、ま
た
「
闘
う
民
衆
」
の
み
な
ら
ず
「
闘
わ
な
い
民
衆
」（
平
常
の
営
為
を
続
け
る
民
衆
）
や
、女
性
、

身
分
的
周
縁
な
ど
も
視
野
に
収
め
る
な
ど
、
多
様
性
を
重
視
す
る
。

③
「
近
世
近
代
移
行
期
」
と
い
う
捉
え
方
が
出
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
に
至
上
的
な
価
値
を
置
い
て
前
近
代
を
否
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
近
世
・
近
代
の
連
続
性
と
断
絶
性
を
考
え
る
。

④
中
間
層
の
力
量
を
評
価
し
つ
つ
、
広
範
で
多
様
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
す
る
。

　
一
九
六
八
年
に
佐
藤
栄
作
内
閣
の
も
と
で
祝
わ
れ
た
「
明
治
一
〇
〇
年
」
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

た
日
本
の
近
代
化
達
成
を
賛
美
す
る
も
の
で
、
日
本
武
道
館
に
一
万
人
ほ
ど
集
め
て
昭
和
天
皇
夫
妻
が
臨
席
し
た
大
規
模

式
典
も
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
に
安
倍
晋
三
内
閣
が
行
っ
た
「
明
治
一
五
〇
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
、
各
省
庁
・
自

治
体
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
国
民
全
体
と
し
て
は
盛
り
上
が
り
に
乏
し
く
、
式
典
も
憲
政
記
念
館

で
行
わ
れ
た
小
規
模
な
も
の
で
、
天
皇
（
現
上
皇
）
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
掲
げ
る
安
倍

内
閣
と
し
て
は
東
北
地
方
を
敵
に
回
す
こ
と
は
で
き
ず（
（1
（

、
ま
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
反
発
の
可
能
性
も
考
慮
す
れ
ば
、「
明
治

一
〇
〇
年
」
の
と
き
の
よ
う
な
手
放
し
の
祝
賀
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
な
明
治
維
新
の
捉
え
方
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史
苑
（
第
八
一
巻
第
二
号
）

史　苑　の　窓

の
変
化
も
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
私
は
さ
ら
に
、「
鎖
国
・
開
国
」
言
説
じ
た
い
が
明
治
維
新
や
日
本
近
代
史
の
評
価
に
直
結
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
よ

う
に
も
な
り
、
こ
う
し
た
明
治
維
新
に
関
す
る
新
視
点
を
強
く
意
識
し
た
う
え
で
研
究
・
教
育
を
進
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
時
代
・
社
会
の
変
化
に
よ
り
歴
史
の
見
方
は
変
化
す
る
し
、
私
も
影
響
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
世
間
の
時

流
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
見
方
を
確
立
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
必
須
だ
が
、
一
方
で
は
時
代
・
社
会

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
自
覚
し
な
が
ら
、
自
身
の
研
究
を
相
対
化
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
や
は
り
研
究

者
も
「
時
代
の
子
」
で
あ
る
。
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新
た
な
歴
史
研
究
の
視
点
に
ふ
れ
な
が
ら
（
木
村
）

史　苑　の　窓

註（１
）
申シ
ン

維ユ

翰ハ
ン

〔
姜カ
ン

在ジ
ェ

彦オ
ン

訳
注
〕『
回
游
録
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
四
年
）。

（
２
）
李リ

進ジ
ン

煕ヒ

『
李
朝
の
通
信
使
』（
講
談
社
、一
九
七
六
年
、の
ち
一
九
八
七
年
に
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』
と
し
て
改
訂
再
刊
）

な
ど
。
映
画
に
関
連
し
て
映
像
文
化
協
会
編
『
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）
も
刊
行
さ
れ
た
。

（
３
）
田
代
和
生
『
近
世
日
朝
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
創
文
社
、一
九
八
一
年
）、三
宅
英
利
『
近
世
日
朝
関
係
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、

一
九
八
六
年
）
な
ど
。

（
４
）
そ
の
成
果
は
、
木
村
直
也
「
文
久
三
年
対
馬
藩
援
助
要
求
運
動
に
つ
い
て
―
日
朝
外
交
貿
易
体
制
の
矛
盾
と
朝
鮮
進
出
論
―
」

（
田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
で
発
表
し
て
い
っ
た
。

（
５
）
荒
野
泰
典
『
近
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）。

（
６
）
木
村
直
也
「「
鎖
国
」
の
見
直
し
と
教
科
書
記
述
」（『
歴
史
評
論
』
七
一
一
、二
〇
〇
九
年
七
月
）。

（
７
）「
総
説
・
海
禁
と
鎖
国
」（
紙
屋
敦
之
・
木
村
直
也
編
『
展
望
日
本
歴
史
一
四
　
海
禁
と
鎖
国
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
８
）
木
村
直
也
「
総
論
Ⅱ
　
近
世
中
・
後
期
の
国
家
と
対
外
関
係
」（
曽
根
勇
二
・
木
村
直
也
編
『
新
し
い
近
世
史
２
　
国
家
と

対
外
関
係
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）。

（
９
）
木
村
直
也
「
明
治
維
新
と
日
朝
関
係
」（
日
韓
歴
史
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
、
一
橋
大
学
、
二
〇
一
八
年
八
月
）。

（
10
）
東
北
地
方
で
は
「
明
治
（
明
治
維
新
）
一
五
〇
年
」
と
い
う
呼
び
方
は
避
け
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
新
潟
県
立

歴
史
博
物
館
（
長
岡
）・
福
島
県
立
博
物
館
（
会
津
若
松
）・
仙
台
市
博
物
館
が
共
同
で
「
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
展
」
を
開
催
し

て
い
る
。

（
本
学
文
学
部
特
任
教
授
）


